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芥
川
龍
之
介
　
の
別
名

森

本

修

宇
野
浩
二
に
よ
れ
ば
、
芥
川
龍
之
介
が
文
壇
に
デ

ビ
ュ
ー
し
て
忽
ち
既
成
の
大
家
に
任
す
花
形
作
家
と

し
て
も
て
は
や
さ
れ
る
に
至
っ
た
の
は
、
一
に
「
『
芥

川
龍
之
介
』
と
い
ぶ
、
ば
つ
と
し
た
、
派
手
な
、
名

前
が
大
い
に
あ
ず
か
っ
て
ゐ
た
」
と
云
っ
て
も
決
し

て
過
言
で
は
な
い
、
と
い
う
。
大
正
の
中
頃
、
姓
名

判
断
に
凝
っ
て
い
た
宇
野
の
友
人
鍋
井
克
之
が
、

「
ぬ
る
時
、
『
…
：
芥
川
龍
之
介
：
…
・
芥
川
龍
之

介
：
…
ふ
む
、
え
え
名
前
や
な
あ
：
…
・
徳
な
名

前
や
な
あ
：
…
・
芥
川
龍
之
介
、
桃
井
若
狭
介
、
市

村
羽
左
衛
門
、
と
い
ぶ
や
う
な
、
ぱ
っ
と
し
た
、
派

手
な
、
名
ア
あ
、
な
ん
と
な
う
、
好
い
た
ら
し
い
、

男
前
ら
し
う
て
、
え
え
名
前
や
、
徳
な
名
前
や
、
』

と
、
い
っ
た
事
が
あ
る
」
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
（
宇

野
浩
二
「
芥
川
龍
之
介
」
）
。
そ
れ
は
と
に
か
く
と
し

て
も
、
芥
川
は
作
家
生
活
に
入
っ
て
も
雅
号
を
殊
更

に
用
い
ず
、
本
名
を
ペ
ン
ネ
ー
ム
に
兼
ね
て
い
た
。

こ
れ
は
、
同
時
代
の
菊
池
寛
や
久
米
正
雄
に
し
て
も

同
様
で
、
彼
等
が
文
壇
に
出
た
前
後
か
ら
こ
の
傾
向

は
強
ま
っ
て
い
た
。
も
っ
と
も
、
菊
池
は
習
作
期
に

軍
団
杜
太
郎
と
い
う
ペ
ン
ネ
ー
ム
や
、
比
呂
士
・
比

呂
志
を
用
い
た
こ
と
が
あ
る
し
、
久
米
も
三
汀
と
い

う
俳
号
で
俳
人
と
し
て
よ
く
し
ら
れ
て
い
た
。
で

は
、
芥
川
は
そ
う
い
っ
た
別
号
を
全
く
用
い
な
か
っ

た
の
か
と
い
う
と
、
そ
う
で
は
な
く
、
後
述
の
よ
う

に
雅
号
に
つ
い
て
は
人
一
倍
興
味
を
も
っ
て
い
た

し
、
書
簡
・
随
筆
等
に
は
好
ん
で
用
い
て
い
る
。
筑

摩
董
屍
版
の
「
芥
川
龍
之
介
全
集
」
の
第
八
巻
に
付

載
さ
れ
て
い
る
別
名
索
引
に
は
、
芥
川
が
生
涯
に
用

い
た
別
名
約
八
十
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
の
数

は
芥
川
の
別
号
に
対
す
る
関
心
の
度
合
を
示
す
一
つ

の
例
証
と
い
え
よ
う
。
も
っ
と
も
、
こ
の
中
に
は
号

一
二
六

と
い
ゝ
難
い
も
の
も
あ
る
、
が
、
こ
れ
ら
別
名
の
一

つ
一
つ
に
も
芥
川
の
博
識
と
、
機
智
に
富
ん
だ
一
面

が
い
か
ん
な
く
示
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
前
記
索

引
に
あ
げ
ら
れ
て
い
る
も
の
が
芥
川
の
別
名
の
す
べ

て
で
は
な
い
。
そ
こ
で
、
こ
の
索
引
に
脱
落
し
て
い

る
も
の
を
補
う
と
共
に
、
そ
れ
ら
の
由
来
に
つ
い
て

記
し
て
み
た
い
。

芥
川
の
数
多
く
の
別
名
の
中
で
も
よ
く
知
ら
れ
て

い
る
の
は
柳
川
隆
之
介
、
我
鬼
、
澄
江
堂
の
三
つ
で

ある。柳
川
隆
之
介
は
、
大
正
三
年
二
月
創
刊
、
十
月
に

廃
刊
に
な
っ
た
第
三
次
「
新
思
潮
」
同
人
の
頃
用
い

て
い
た
ペ
ン
ネ
ー
ム
で
あ
る
。
芥
川
が
こ
の
ペ
ン
ネ

ー
ム
で
書
い
た
も
の
に
小
説
「
老
年
」
、
戯
曲
「
青
年

の
死
」
、
翻
訳
「
バ
ル
ク
ザ
ア
ル
」
　
「
春
の
心
臓
」

「
『
ケ
ル
ト
の
薄
明
』
よ
り
」
、
書
評
「
『
未
来
』
創
刊

号
」
等
が
あ
る
。
柳
川
隆
之
介
当
時
の
芥
川
は
、
ま

だ
本
格
的
に
創
作
を
は
じ
め
る
気
特
は
な
か
っ
た
。

我
鬼
は
、
海
軍
機
関
学
校
の
嘱
託
教
官
時
代
に
、

塚
本
文
と
結
婚
（
大
正
七
・
二
・
二
）
し
て
新
居
を

鎌
倉
に
構
え
て
い
た
頃
、
近
所
に
住
む
高
浜
虚
子
の

指
導
を
う
げ
で
「
新
進
俳
人
」
を
自
称
す
る
程
俳
句

に
熱
を
あ
げ
、
大
正
七
年
六
月
の
「
ホ
ト
ト
ギ
ス
」

に
三
句
掲
載
さ
れ
た
時
に
用
い
た
号
で
あ
る
。
菊
池

寛
に
よ
れ
ば
、
芥
川
は
我
鬼
の
「
謂
れ
を
訊
か
れ
る

毎
に
『
君
、
支
那
人
は
自
我
と
云
ふ
意
味
を
、
我
鬼

と
い
ぶ
の
だ
。
漣
は
支
那
人
文
あ
っ
て
、
う
ま
く
云

っ
て
あ
る
だ
ら
う
』
と
、
何
時
で
も
得
意
に
な
っ
て

説
明
」
し
て
い
た
と
い
う
（
菊
池
寛
「
我
鬼
」
）
。
も

っ
と
も
、
我
鬼
の
号
は
「
ホ
ト
ト
ギ
ス
」
に
三
句
掲

載
さ
れ
た
時
に
は
じ
め
て
届
い
た
も
の
で
は
な
く
、

こ
れ
よ
り
早
く
大
正
六
年
十
二
月
十
一
日
付
、
七
年

三
月
五
日
付
の
書
簡
に
み
え
て
い
る
。
大
正
八
年
三

月
、
海
軍
機
関
学
校
の
職
を
辞
し
て
創
作
一
本
で
生

計
を
た
で
る
た
め
、
鎌
倉
か
ら
田
端
へ
引
上
げ
て
以

後
、
芥
川
は
そ
の
書
斎
を
我
鬼
窟
と
称
し
、
書
簡
に

も
専
ら
我
鬼
と
署
名
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
な
お
、

我
鬼
の
形
を
変
え
た
も
の
に
我
鬼
先
生
、
病
我
鬼
、

我
鬼
散
人
、
牙
族
生
、
我
鬼
窟
主
人
、
我
鬼
山
人
、

我
鬼
山
房
主
人
、
我
見
居
士
、
擬
我
鬼
、
我
鬼
老
人

我
鬼
老
禍
等
が
あ
る
。
こ
の
中
で
最
も
多
く
用
い
て

い
る
の
は
病
我
鬼
で
、
大
正
九
年
一
月
、
九
月
、
十

年
八
月
、
十
月
、
十
一
年
十
一
月
と
、
風
邪
を
ひ
い

て
寝
込
ん
で
い
た
時
に
は
必
ず
と
い
っ
て
よ
い
程
用

い
て
い
る
、
書
簡
に
み
え
る
我
鬼
の
号
は
、
十
二
年

四
月
十
三
日
付
の
も
の
で
終
っ
て
い
る
。

書
簡
の
署
名
に
我
鬼
を
用
い
な
く
な
る
一
年
位
前

芥
川
龍
之
介
の
別
名

大
正
十
一
年
春
頃
か
ら
芥
川
は
書
斎
の
額
を
改
め
て

澄
江
堂
と
号
し
て
い
た
。
澄
江
堂
は
、
隅
田
川
に

因
ん
で
号
と
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
芥
川
は
「
撲
に

な
ぜ
澄
注
堂
な
ど
と
号
す
る
の
か
と
尋
ね
る
人
が
あ

る
。
な
ぜ
と
言
ふ
ほ
ど
の
因
縁
は
な
い
。
唯
い
つ
か

漫
然
と
澄
江
堂
と
号
し
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。
い

つ
か
佐
々
木
茂
索
君
は
『
ス
、
、
二
と
言
ふ
芸
者
に
惚

れ
た
ん
で
す
か
？
』
と
言
っ
た
。
勿
論
そ
ん
な
訳
は

な
い
。
僕
は
時
々
本
名
の
外
に
人
ら
ざ
る
名
な
ど
を

つ
け
る
こ
と
は
好
せ
ば
好
か
っ
た
と
思
っ
て
ゐ
る
」

（
続
澄
江
堂
雑
記
）
と
い
っ
て
い
る
。
ま
た
、
十
一
年

四
月
十
八
日
付
の
書
簡
に
は
「
こ
の
頃
僕
書
斎
の
額

を
改
め
て
澄
江
堂
と
な
す
小
島
政
二
郎
日
澄
江
と
云

ふ
芸
者
に
で
も
惚
れ
た
ん
で
す
か
僕
日
冗
談
に
云
つ

ち
や
い
け
な
い
書
斎
に
名
づ
け
る
程
の
芸
者
が
日
本

に
ゐ
て
た
ま
る
も
の
か
」
と
も
い
っ
て
い
る
。
我
鬼

窟
か
ら
澄
注
堂
へ
の
改
号
の
理
由
を
尋
ね
た
の
が
、

二
つ
の
文
章
で
は
佐
々
木
茂
素
で
お
っ
た
り
、
小
島

政
二
郎
で
あ
っ
た
り
、
ま
た
「
唯
い
つ
か
漫
然
」
と

改
め
た
な
ど
と
い
っ
て
い
る
が
、
何
か
理
由
が
あ
っ

た
の
に
違
い
な
い
。
芥
川
は
大
正
十
年
三
月
か
ら
七

月
に
か
け
て
の
中
国
旅
行
以
後
、
瀬
に
健
康
が
衰
え

て
き
た
の
で
、
厄
払
い
の
意
味
か
ら
改
号
し
た
と
い

う
説
も
考
え
ら
れ
る
。
我
鬼
と
同
じ
く
澄
江
堂
の
形

を
変
え
た
署
名
と
し
て
、
澄
江
堂
主
、
澄
江
堂
主
人
、

澄
江
堂
老
人
、
澄
江
老
人
、
澄
江
子
、
聴
香
洞
主
、
澄
江

生
、
い
で
ゆ
も
す
み
え
太
夫
、
た
は
た
や
す
み
え
、

澄
な
ど
が
書
簡
に
み
え
で
い
る
。
十
四
年
一
月
以
後

は
澄
の
一
字
を
専
ら
用
い
て
い
る
が
、
こ
れ
も
十
五

年
三
月
以
後
は
昭
和
二
年
五
月
十
七
日
付
の
書
簡
に

唯
一
度
用
い
て
い
る
の
み
で
あ
る
。

我
鬼
、
澄
江
堂
の
他
、
書
簡
に
最
も
多
く
、
長
期

間
に
亘
っ
て
使
用
さ
れ
て
い
る
署
名
に
寵
が
あ
る
。

龍
は
、
現
行
全
集
に
収
め
ら
れ
て
い
る
書
簡
で
は
、

明
治
四
十
三
年
府
立
第
三
中
学
卒
業
前
後
か
ら
、
大

正
十
五
年
鶴
沼
に
滞
在
し
て
い
た
時
ま
で
み
ら
れ
る

も
の
で
、
芥
川
が
最
も
愛
用
し
て
い
た
署
名
で
あ

る。

以
上
の
他
、
芥
川
が
用
い
て
い
た
別
名
を
年
代
順

に
あ
げ
て
み
ょ
う
。

芥
川
が
最
も
早
く
用
い
た
別
号
は
、
小
学
生
の
頃

（
明
治
三
十
五
年
四
月
か
ら
約
一
月
間
）
同
級
生
と

出
し
て
い
た
回
覧
雑
誌
「
日
の
出
界
」
掲
載
の
文
章

に
用
い
た
龍
雨
・
渓
水
で
お
ろ
う
。
ま
た
、
別
号
と

は
い
1
難
い
が
、
こ
の
頃
書
い
た
押
川
春
浪
ぼ
り
の

冒
険
小
説
の
作
中
に
「
立
田
川
雄
之
介
（
実
は
芥
川

龍
之
介
）
」
と
い
う
の
か
み
え
る
。
立
田
川
と
い
え

ば
、
大
正
六
年
十
月
の
書
簡
に
「
官
で
私
は
電
話
で

一
二
七
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29 立
田
川
と
云
ふ
相
撲
と
間
違
へ
ら
れ
た
事
が
あ
り
ま

す
」
と
あ
る
。
現
行
全
集
で
は
中
学
校
÷
吊
等
学

校
・
大
学
在
学
中
に
は
、
柳
川
隆
之
介
以
外
に
別
号

を
用
い
た
例
は
見
当
ら
な
い
。
芥
川
が
別
号
を
盛
ん

に
用
い
だ
し
た
の
は
、
大
学
卒
業
の
後
で
あ
る
。

ま
ず
、
大
学
を
卒
業
し
た
翌
月
の
大
正
五
年
八
月

九
日
付
の
書
簡
に
、
残
夜
水
明
楼
主
人
と
い
う
の
が

あ
る
。
こ
れ
は
、
杜
南
の
「
四
更
山
吐
レ
月
、
残
夜

水
明
レ
楼
」
か
ら
と
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

塁
ハ
年
五
月
一
日
、
論
文
（
何
を
さ
す
か
不
明
）

を
書
了
え
た
ゆ
と
り
か
ら
、
宇
治
繁
用
の
号
で
一
世

一
代
の
作
と
い
う
一
中
筋
の
新
曲
「
恋
路
の
八
景
」

を
書
い
て
秦
豊
吉
に
送
っ
て
い
る
。
宇
治
紫
川
の
号

は
、
芥
川
の
養
家
の
父
母
や
伯
母
が
習
っ
て
い
た
一

中
節
の
師
匠
宇
治
紫
山
を
も
じ
っ
た
も
の
で
あ
ろ

う
。
芥
川
は
、
こ
の
「
恋
路
の
八
景
」
を
「
渋
し
く

し
て
余
情
お
り
ま
こ
と
に
江
戸
趣
味
の
極
ま
れ
る
」

も
の
と
自
画
自
讃
し
て
い
る
。

椒
図
通
人
、
こ
れ
は
大
正
六
年
十
一
月
二
十
五
日

付
の
書
簡
に
み
え
て
い
る
。
「
後
年
の
書
き
は
と
し

原
稿
冒
獣
』
の
昌
頭
に
よ
れ
ば
、
『
皆
、
椴
図
と

云
ふ
号
を
つ
け
た
事
が
あ
る
。
椒
図
と
は
、
八
犬
伝

に
よ
る
と
『
黙
す
る
を
好
む
』
龍
だ
と
云
ふ
。
そ
こ

で
こ
の
号
を
得
意
に
な
っ
て
椒
図
居
士
と
か
何
と

か
つ
け
た
』
事
が
あ
る
と
な
っ
て
い
る
」
が
、
現
行

全
集
で
は
椒
図
を
冠
し
た
号
は
こ
の
書
簡
以
外
に
見

当
ら
な
い
（
葛
巻
義
敏
「
芥
川
龍
之
介
ノ
ー
ト
『
椒

図
志
異
』
解
説
」
）
。

大
正
六
年
頃
の
作
品
「
1
i
O
S
i
n
 
S
8
1
】
e
亡
の
訳

者
と
し
て
羽
賀
字
阿
と
い
う
の
が
あ
る
。
羽
賀
字
阿

は
、
逆
に
読
め
ば
ア
ク
タ
ガ
ハ
と
い
う
洒
落
で
、
九

年
十
一
月
一
日
付
の
書
簡
に
も
羽
賀
宇
阿
入
道
と
署

名
し
た
も
の
が
あ
る
。
ま
た
。
こ
れ
に
類
す
る
も
の

に
、
十
三
年
頃
の
書
簡
に
利
手
乃
須
計
と
署
名
し
た

も
の
が
あ
る
。
な
お
、
吉
田
精
一
氏
は
「
r
i
。
S
i
n

常
a
r
室
の
原
作
者
と
し
て
記
さ
れ
て
い
る
A
邑
u
r

ロ
a
】
l
i
w
e
〓
O
O
n
O
S
n
も
、
外
国
人
ら
し
く
作
っ

た
芥
川
の
ペ
ン
ネ
ー
ム
で
は
な
い
か
、
と
さ
れ
て
い

る
（
筑
摩
版
全
集
　
第
六
巻
註
）
。

大
正
八
年
十
月
二
十
一
日
付
、
佐
々
木
茂
紫
苑
の

書
簡
に
「
号
を
何
と
か
つ
け
な
い
か
ね
手
紙
を
か
く

と
き
無
風
流
で
か
け
な
い
か
ら
澄
心
事
主
人
と
か
緑

梅
洞
々
主
と
か
僕
の
持
合
せ
の
号
を
進
上
し
ょ
う

辛
と
書
い
て
い
る
。
佐
々
木
茂
素
に
よ
れ
ば
、
芥

川
は
「
大
正
八
年
乃
至
十
年
頃
ま
で
は
澄
心
事
、
或

ひ
は
猿
橋
洞
、
或
ひ
は
了
申
庵
等
を
我
鬼
と
共
に
用

ひ
て
ゐ
た
」
と
い
わ
れ
て
い
る
が
、
現
行
全
集
で
は

用
い
ら
れ
て
い
る
例
は
な
い
（
佐
々
木
茂
索
「
無
題
」

一
二
八

改
造
　
昭
二
・
九
）
。

寿
陵
余
子
、
大
正
九
年
一
月
か
ら
五
月
に
か
け
て

発
表
し
た
「
骨
董
美
」
に
用
い
て
い
る
。
芥
川
は
、

こ
の
号
の
由
来
を
「
寿
陵
に
余
子
あ
り
歩
を
郡
部
に

学
ぶ
末
郡
部
の
歩
な
ら
ざ
る
に
寿
陵
の
歩
を
忘
る
即

蛇
行
何
句
し
て
帰
る
と
か
何
と
か
ふ
云
文
章
が
韓
非

子
に
あ
る
か
ら
掠
へ
た
号
で
す
余
子
は
唯
青
年
と
云

ふ
意
味
で
せ
う
僕
自
身
西
洋
を
学
ん
で
成
ら
ず
そ
の

内
に
東
洋
を
忘
れ
て
ゐ
る
所
が
郡
部
寿
陵
両
所
の
歩

き
方
を
学
び
損
な
っ
た
青
年
に
似
て
ゐ
る
と
思
っ
た

か
ら
で
す
」
と
書
い
て
い
る
（
大
正
九
・
三
・
三
十

一書）。薩
実
居
士
、
大
正
九
年
四
月
、
芥
川
は
戎
女
性
に

宛
て
た
手
紙
を
取
違
え
て
岡
栄
一
郎
に
送
っ
た
こ
と

が
あ
っ
た
。
岡
が
、
そ
の
取
違
え
ら
れ
た
手
紙
を
返

送
し
た
と
こ
ろ
、
芥
川
は
返
事
代
り
に
「
桃
煙
る
中

や
篤
の
水
洩
る
ゝ
二
の
句
と
、
「
手
紙
の
中
が
違
っ

て
ゐ
や
ら
と
は
忍
ば
な
か
っ
た
閉
口
の
余
句
を
作

る
」
と
い
う
言
訳
と
を
表
裏
に
認
め
て
送
っ
た
。
桃

実
居
士
は
、
そ
の
言
訳
の
方
に
署
名
し
た
も
の
で
あ

る
（
岡
栄
一
郎
「
芥
川
の
短
冊
」
文
芸
春
秋
　
昭
二

十
九
・
三
）
。

芥
川
の
第
五
短
篇
集
に
「
夜
来
の
花
」
　
（
新
潮
社

六
十
二
・
三
）
が
お
る
が
、
こ
れ
に
因
ん
だ
号
と
し

て
こ
の
集
ま
阜
く
夜
来
花
欝
（
大
九
・
七
l

．
八
書
簡
五
通
）
が
ぬ
る
。
ま
た
、
大
正
十
年
二
月

十
九
日
付
の
書
簡
に
夜
来
洞
主
と
署
名
し
た
も
の
も

ある。三
拙
漁
人
（
大
九
・
二
十
二
書
）
、
三
拙
生
（
大

九
・
十
一
十
六
書
）
は
、
三
縄
を
も
じ
っ
た
も
の

で
あ
ろ
う
。
即
ち
、
三
縄
と
は
三
種
の
技
芸
（
百
・

詩
・
字
）
の
卓
絶
せ
る
も
の
を
い
う
。

芥
川
が
「
秋
」
を
書
い
て
い
た
頃
、
大
正
九
年
十

二
月
三
日
付
の
書
簡
に
「
こ
の
頃
人
に
四
王
呉
輝
の

画
集
を
借
り
ま
し
た
高
田
が
一
番
賄
い
や
う
で
す
」

と
書
い
て
い
る
。
こ
の
「
高
田
」
に
ヒ
ン
ト
を
得
た

と
思
わ
れ
る
号
に
票
田
が
あ
る
。
芥
川
は
「
大
分
諸

君
子
に
ひ
や
か
さ
れ
」
な
が
ら
雲
田
と
い
う
号
を
つ

け
、
九
年
十
二
月
六
日
、
十
日
、
二
十
九
日
付
の
書

簡
に
用
い
た
が
、
小
沢
碧
童
に
「
雲
間
の
号
は
嫌
味
」

が
ぬ
る
と
い
わ
れ
て
一
「
も
う
少
し
考
へ
た
上
つ
け

る
事
に
し
ま
せ
う
」
と
い
っ
て
い
た
が
、
以
号
こ
の

号
は
止
し
て
し
ま
っ
た
。
同
じ
頃
、
雲
田
を
洒
落
た

雲
田
畳
我
鬼
兵
衛
、
小
函
嶺
隠
士
雲
田
と
い
う
の
が

あ
る
。
小
函
嶺
の
「
函
嶺
」
は
、
い
う
ま
で
も
な
く
箱

根
を
中
国
風
に
よ
ん
だ
語
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
芥
川

の
住
ん
で
い
た
田
端
の
家
の
近
所
に
あ
っ
た
切
通
し

の
路
を
通
っ
た
男
が
「
箱
根
の
や
う
だ
ね
此
処
は
」

芥
川
龍
之
介
の
別
名

と
云
っ
た
の
を
聞
い
て
、
「
ボ
ク
貧
乏
な
り
と
雄
も

名
勝
函
根
の
如
き
も
の
の
側
に
住
ん
で
り
や
光
栄
」

と
、
早
速
「
小
函
嶺
隠
士
蓑
田
」
と
洒
落
た
も
の
で

ぬる。ま
た
同
じ
頃
、
小
沢
豊
里
か
最
仲
と
い
う
号
を
つ

け
た
の
を
知
っ
た
芥
川
は
、
「
日
本
雅
号
三
つ
つ

け
た
い
と
思
っ
て
い
ろ
い
ろ
考
へ
て
」
い
た
。
芥
川

に
よ
れ
ば
「
雅
号
に
二
種
あ
り
一
は
支
那
桓
輸
一
は

日
本
特
製
で
あ
り
ま
す
つ
ま
り
漱
石
は
前
者
最
伸
は

後
者
」
で
、
「
光
悦
の
子
の
空
中
、
小
堀
遠
州
の
宗

申
、
な
ぞ
車
の
字
の
号
が
好
い
と
思
っ
て
も
最
仲
の

向
う
を
張
る
程
の
は
一
つ
も
遭
遇
し
な
い
」
の
だ
っ

た
。
そ
こ
で
、
中
の
つ
く
号
を
い
ろ
い
ろ
考
え
た
挙

句
、
「
且
申
と
し
よ
う
か
と
思
っ
た
が
未
定
、
中
の

字
の
つ
く
号
は
悪
く
す
る
と
男
芸
者
じ
み
る
の
で
む

づ
か
し
い
　
畠
中
　
玄
中
　
量
申
　
乗
車
　
寂
中

京
申
　
素
申
　
了
申
、
皆
落
第
　
畠
中
は
ど
う
か
と

思
っ
た
が
こ
れ
も
亦
未
定
田
中
と
云
ふ
の
を
考
へ
た

ら
タ
ナ
カ
だ
っ
た
の
で
困
っ
た
」
。
「
姓
名
判
断
に
よ

る
と
了
中
と
云
ふ
号
が
好
い
さ
う
で
す
が
何
だ
か
男

芸
者
じ
み
る
為
た
め
ら
っ
て
ゐ
ま
す
」
、
「
円
卓
名
号

ナ
リ
円
中
一
－
シ
ョ
ウ
」
と
云
っ
て
い
た
。
そ
し
て
、

大
正
十
年
一
月
三
十
、
三
十
一
日
、
小
穴
隆
一
、
小

沢
碧
童
、
遠
藤
古
原
草
等
と
千
葉
県
布
佐
で
遊
ん
だ

時
、
四
人
で
合
作
し
た
「
布
佐
行
絵
巻
」
に
芥
川
は

了
中
、
小
穴
が
円
卓
、
小
沢
が
最
中
、
遠
藤
が
満
車

と
各
々
中
の
つ
く
号
を
用
い
て
い
る
。
書
簡
で
は
未

生
千
旦
申
、
了
中
庵
の
二
つ
を
用
い
て
い
る
が
、
車

の
つ
く
号
は
こ
れ
で
立
消
え
と
な
っ
た
。
も
っ
と

も
、
こ
の
時
か
ら
一
年
半
を
経
た
大
正
十
一
年
八
月

九
日
付
書
簡
に
風
車
轟
生
と
い
う
の
が
み
え
て
い

以
上
の
他
、
作
品
に
用
い
た
も
の
に
大
正
十
二
年

三
月
発
表
「
八
宝
飯
」
の
一
部
分
に
跡
瑠
山
容
、
十

二
年
六
月
発
表
「
思
ふ
ま
ゝ
に
」
浅
香
三
四
郎
、
十

四
年
四
月
発
表
「
念
仁
波
念
遠
大
帖
」
の
大
鵬
生
等

が
あ
る
。
ま
た
、
書
簡
の
署
名
に
は
居
所
田
端
に
因

ん
だ
田
端
奉
行
（
大
十
一
・
八
・
二
十
六
）
田
端
之

河
童
（
九
・
十
二
一
十
一
）
た
ば
た
や
す
み
え
（
十

四
・
五
二
）
、
柚
の
本
の
鳥
麻
呂
（
十
・
十
十
）

椎
本
石
麻
呂
（
十
二
三
十
九
・
十
二
三
・
二

十
六
）
ニ
ハ
ス
ヅ
ミ
の
辰
マ
ロ
（
十
三
・
五
）
、
「
蔓

性
神
経
衰
弱
ヲ
洒
落
レ
テ
号
ト
シ
タ
ル
モ
ノ
ト
心
得

ラ
ル
ベ
シ
」
と
記
の
つ
い
た
量
目
（
十
四
・
五
・
二

十
九
、
昭
二
・
七
・
八
）
同
じ
く
蔓
性
胃
腸
病
の
悩

み
を
洒
落
に
維
兆
曇
居
士
（
十
五
・
二
一
十
七
）
、

隣
家
の
香
取
秀
真
に
宛
で
た
堂
奈
利
須
無
手
（
十
三
・

四
・
二
十
）
、
芥
川
が
可
愛
が
っ
て
い
た
甥
の
萬
巻

一
二
九
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義
敏
に
宛
て
た
書
簡
に
は
リ
ウ
大
人
（
十
三
・
八
）

江
良
以
叔
父
（
十
三
・
八
・
二
十
三
）
龍
殿
さ
宣
（
大

十
五
）
等
が
洩
り
、
長
男
比
呂
志
が
生
ま
れ
た
時
、

既
に
二
人
の
子
の
父
と
な
っ
て
い
た
恒
藤
恭
に
宛
で

た
書
簡
に
一
人
の
子
の
父
（
九
・
四
・
二
十
七
）
、

藤
沢
清
造
宛
に
　
「
権
現
様
ま
ゐ
る
」
　
と
し
て
八
幡

（
十
一
・
十
・
十
四
）
、
風
貌
に
よ
る
愛
称
ヘ
チ
マ

（
昭
二
・
五
・
二
十
四
）
等
が
が
あ
る
。

し
か
し
、
大
正
十
五
年
九
月
十
六
日
付
の
書
簡
に

澄
と
署
名
し
て
以
後
、
芥
川
は
書
簡
に
も
あ
ま
り
別

名
を
用
い
な
く
な
り
、
芥
川
龍
之
介
・
芥
川
・
龍
之

介
と
署
名
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
十
五
年
九
月
十
六

日
以
後
で
は
、
昭
和
二
年
五
月
十
七
日
付
の
澄
、
二

十
四
日
付
の
龍
・
ヘ
チ
マ
、
自
殺
の
約
二
週
間
前
に

異
音
と
署
名
し
た
も
の
を
数
え
る
の
み
で
あ
る
。

芥
川
が
別
名
を
用
い
な
く
な
っ
た
こ
と
を
、
死
の

決
意
と
結
び
つ
け
て
み
る
の
は
や
ゝ
飛
躍
し
た
見
方

で
あ
る
が
、
「
ご
ま
か
し
」
か
ら
「
真
実
」
を
語
ろ

う
と
す
る
態
度
に
苦
し
み
、
進
ん
で
い
た
と
い
わ
れ

る
晩
年
の
芥
川
の
一
面
を
示
し
て
い
る
、
と
い
え
る

の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

文
中
＊
印
を
付
し
た
も
の
は
、
筑
摩
版
全
集
索
引

に
収
め
ら
れ
て
い
な
い
も
の
で
あ
る
。

受
　
贈
　
誌
（
三
四
・
四
－
九
）

日
　
本
　
文
　
学

国

　

文

　

学

国

　

文

　

学

言
語
と
文
芸

中
　
大
　
国
　
文

万
　
　
　
　
葉

国

　

語

　

学

国
文
学
研
究

語
　
　
　
　
文

甲
　
南
　
国
　
文

女
子
大
国
文

立
∴
教
　
大
　
学

日

　

本

　

文

　

学

京
都
府
立
大
学

国
語
国
文
学
会
誌

古
　
　
　
　
典

説
　
　
　
　
林

季
刊
国
語
教
室

名
　
古
　
屋
　
大
学

国
　
語
　
国
　
文
学

山

　

辺

　

道

文
　
学
　
論
　
輯

実
　
践
　
文
　
学

明
治
学
院
縞
叢

実
践
国
語
教
育

文
　
学
　
論
　
藻

五
・
六
月

五
－
十
月

二
十
五
・
二

十
六四

－
六
号

二

　

　

号

三
十
一
・
三

十
二
号

三
十
六
・
三

十
七

十
九
二
一
十

集七
　
　
輯

四

　

　

号

十
三
・
十
四

二

　

　

号

創

刊

号

八

　

　

号

Ⅳ十
・
十
一
号

二

　

　

号

五

　

　

号

六

、

号

七

　

　

号

五
十
三
輯

二
二
一
二
一

二
二

十

　

　

四

日

本

文

学

協

会

学

　

　

燈

　

　

社

関
西
大
学
国
文
学
会

東
　
京
　
教
　
育
　
大
　
学

国
　
語
　
国
　
文
　
学
　
会

中
央
大
学
国
文
学
会

万

　

葉

　

学

　

会

国

　

語

　

学

　

会

酷
稲
文
田
㌫
銘

日
本
大
学
国
文
学
会

二
二
〇

十
　
九
　
号

二
　
十
　
二

日
本
文
学
誌
要
　
三
　
　
号

醐
輩
時
運
竣

輔
都
転
㌔
大

立
　
　
教
　
　
大

日

　

本

　

文

　

学

京
　
都
　
府
　
立
　
大

国
　
語
　
国
　
文
　
学

明

　

治

　

書

愛
知
県
立
女
子
大
学

国
語
教
室
友
の

古

　

屋

　

大

霜
　
国
　
文
　
学

十
　
九
　
号

十
　
二
　
集

十
　
七
　
号

四
－
七
月

文
学
篇
六

七
号
別
刷

八
巻
一
号

人
文
科
学

第
　
九
　
号

創

刊

号

創
刊
　
号

圏
圏
懸

十
六
ノ
二

十
　
二
　
号

十
三
・
十
四

五
　
－
　
十

十

　

　

三

北
海
道
「
掌
∴
芸
大
学

函
　
館
　
人
　
文
　
学
　
会

天
　
理
　
図
　
書
　
館

熊
本
大
学
法
文
学
会

大

　

　

阪

　

　

大

　

学

国
　
文
　
学
　
研
　
究
∴
窒

法
政
大
学
国
文
学
会

東
　
京
　
都
∴
立
　
大
　
学

人

　

　

文

　

　

学

　

会

聖

心

女

子

大

学

駒

　

沢

　

大

　

学

国
　
学
　
院
　
大
　
学

金
沢
大
学
法
文
学
部

大

阪

学

芸

大

学

奈

良

学

芸

大

学

島

随
　
想

清
水
泰
先
生
に
つ
な
が
る思

い
出

佐

々

木

頗

一

十
年
一
昔
と
云
う
が
三
十
余
年
の
昔
、
禿
頭
の
老

漢
で
あ
る
私
も
紅
顔
の
一
年
少
学
徒
で
も
っ
た
頃
、

先
生
は
我
々
の
為
に
「
堤
中
納
言
物
語
」
を
講
替
ら

れ
た
。
「
は
い
ず
み
」
「
虫
め
づ
る
姫
君
」
「
逢
坂
越

え
ぬ
ど
ん
中
納
言
」
な
ど
な
ど
、
興
味
深
く
講
ぜ
ら

れ
る
に
従
っ
て
我
々
は
引
入
れ
ら
れ
て
行
っ
た
。
そ

の
頃
の
、
あ
の
も
の
や
わ
ら
か
な
、
温
厚
そ
の
も
の

と
云
っ
た
よ
う
な
、
そ
れ
で
い
て
、
し
ん
は
飽
く
ま

で
強
じ
ん
な
先
生
の
講
義
振
り
が
眼
の
前
に
浮
ぶ
よ

う
で
あ
る
。

卒
業
後
も
私
は
同
じ
学
園
の
中
学
校
・
高
等
学
校

に
一
国
語
教
師
と
し
て
奉
転
し
、
公
私
共
に
色
々
御

指
導
を
受
け
た
次
第
で
も
、
る
。

教
師
生
活
に
入
っ
て
二
三
年
目
か
ら
文
学
科
の
卒

業
学
年
の
学
生
が
教
育
実
習
の
為
に
清
水
先
生
に
つ

れ
ら
れ
て
よ
く
北
大
路
の
中
学
校
に
授
業
参
観
に
や

っ
て
来
た
。
卒
業
生
と
云
っ
て
も
二
部
の
学
生
で
、

多
く
は
小
学
校
の
教
員
で
ぬ
る
。
現
場
で
た
た
き
上

げ
た
教
育
畑
の
猛
者
違
ば
か
り
だ
っ
た
。
そ
れ
が
授

業
参
観
が
終
っ
て
い
ざ
批
判
会
と
云
う
こ
と
に
な
る

と
、
う
る
さ
い
小
姑
の
よ
う
な
皮
肉
な
批
評
を
、
ち

く
り
ち
く
り
と
飛
ば
し
て
く
る
。
こ
ち
ら
は
経
験
わ

ず
か
に
二
三
年
だ
か
ら
心
細
い
こ
と
で
あ
る
。
然
し

と
に
か
く
曲
り
な
り
に
も
毎
年
の
批
評
会
を
こ
ぎ
ぬ

け
て
い
る
中
に
二
部
の
学
生
が
段
々
少
く
な
っ
て
今

日
の
よ
う
な
教
育
実
習
の
制
度
が
出
来
上
っ
た
の
で

ある。そ
の
頃
の
小
学
校
の
教
師
に
は
所
謂
師
範
教
育
で

囲
っ
た
よ
う
な
、
こ
ち
こ
ち
の
型
に
は
ま
っ
た
、
師

範
臭
の
ぶ
ん
ぶ
ん
す
る
の
が
ず
い
分
居
た
も
の
だ
。

そ
ん
な
連
中
が
ぬ
る
時
例
の
授
業
参
観
の
批
評
会
の

席
上
高
遠
な
教
育
理
論
を
弁
じ
た
後
奇
妙
な
発
言
と

し
た
も
の
で
あ
る
。

「
古
人
の
ゾ
ウ
カ
ス
（
糟
粕
）
を
な
め
る
」

「
ツ
マ
ツ
ジ
（
つ
じ
っ
ま
）
の
合
わ
ぬ
話
云
々
」

私
は
何
も
些
々
た
る
片
言
隻
句
を
捕
え
て
あ
げ
つ
ら

う
気
特
は
少
し
も
な
い
。
然
し
百
万
言
の
長
広
舌
よ

り
も
、
大
上
段
の
教
育
理
論
よ
り
も
、
た
っ
た
一
つ

の
常
識
の
方
が
大
事
な
場
合
が
お
り
得
る
と
云
う
こ

と
が
言
い
た
い
の
で
あ
る
。
子
供
に
と
っ
て
大
切
な

の
は
、
百
万
言
の
教
育
理
論
で
も
、
懸
河
の
弁
で
も

な
い
。
基
礎
的
な
、
常
識
的
な
、
本
源
的
な
も
の
、

こ
れ
が
欠
け
て
居
て
は
滴
々
た
る
熱
弁
も
何
す
る
も

の
ぞ
、
子
供
に
と
っ
て
は
仏
造
っ
て
魂
入
れ
ず
で
あ

る
。
師
範
教
育
に
何
か
一
本
足
り
な
い
も
の
が
あ
っ

た
よ
う
に
感
じ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
清
水
先
生
も
恐

ら
く
苦
笑
し
て
居
ら
れ
た
事
と
思
う
の
で
あ
る
。

教
育
実
習
に
は
そ
の
他
色
々
の
思
い
出
が
あ
る
。

あ
る
時
、
実
習
生
の
授
業
を
取
り
上
げ
て
批
判
検
討

し
た
事
が
あ
っ
た
。
（
本
来
な
ら
ば
こ
れ
が
本
当
の

教
育
実
習
の
姿
な
の
だ
が
古
い
時
代
に
は
こ
れ
が
逆

の
形
で
行
わ
れ
て
い
た
の
だ
）
私
は
比
の
授
業
を
十

分
余
り
し
か
の
ぞ
い
て
居
ら
な
か
っ
た
。
然
し
批
評

会
の
席
上
で
は
十
分
間
の
所
見
で
も
こ
れ
だ
け
の
角

度
か
ら
こ
れ
だ
け
の
批
評
が
出
来
る
も
の
だ
と
ば
か

り
に
、
い
さ
さ
か
得
意
に
な
り
な
が
ら
一
席
弁
じ
た

も
の
で
あ
る
。
清
水
先
生
は
黙
っ
て
こ
れ
を
聞
い
て

居
ら
れ
た
が
、
「
批
評
と
云
う
も
の
は
最
後
迄
聞
い

て
か
ら
す
る
も
の
で
す
」
と
二
言
ひ
し
り
と
言
ほ
れ

た
。
手
痛
い
批
判
だ
っ
た
。
今
だ
に
忘
れ
ら
れ
な
い
。

温
厚
の
君
子
人
た
る
清
水
先
生
に
も
さ
び
し
い
の
か

あ
る
こ
と
の
片
鱗
で
あ
る
。

終
戦
後
間
も
な
く
の
頃
、
先
生
は
田
中
重
太
郎
氏

と
共
に
平
安
文
学
会
を
興
し
て
居
ら
れ
た
。
戦
中
戦

後
の
葱
忙
の
間
私
は
私
の
生
活
を
追
う
の
に
縞
一
杯

一
三
一




